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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市健康・医療推進計画に関する実績等報告書（平成30年度）

位置付け

　本計画は、健康増進法第8条第2項に基づく健康増進計画、食育基本法第18条第1
項に基づく食育推進計画、自殺対策基本法第13条第２項に基づく自殺対策計画及び
地域医療再構築プラン（医療介護総合確保促進法第５条第１項に基づく市町村計画
含）の４計画を統合し、策定している。

健康福祉部 長寿健康課

目的・概要

計画期間 年度

　市民が住み慣れた地域で、豊かな食生活と健康で充実した暮らしを続けることができ
る健康文化のまちであるとともに、安心して医療を受けることができるまちを目指すもので
ある。

計画の骨格
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施策大綱（基本戦略） 施策の方向 

１ 健康な暮らしの支援 

２ 疾病予防と早期発

見・治療の推進 

３ 地域医療提供体制の

整備 

①健(検)診の推進、生活習慣病予防・介護予防の推進 

③地域医療の確保と医療センターの経営健全化 

①健康づくりによる健康都市「かめやま」の実現 

②歯と口腔の健康づくりの推進 

③感染症の予防、予防接種の推進 

②こころの健康づくり（自殺対策） 

①多職種連携による地域包括ケアシステムの強化・充実 

②救急医療提供体制の充実 

４ 食育の推進 

③共食の推進 

①栄養・食生活の改善 

②次世代に伝える食文化 

※計画の施策大綱(基本戦略)及び施策の方向のうち、1-①～③、2-①、2-②及び 4-①の一部は健康増進計画、2-②は

自殺対策計画の内容に該当します。また、3は地域医療再構築プランの内容に該当し、4は食育推進計画の内容に該当

します。 



■成果指標

1
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■計画の実績等

　

目標値現状値
実績値
（H30）単位

成果指標名

別紙のとおり

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・地域や個人の健康づくり活動の支援・意識啓発として、健康づくりのてびきの全戸
配布、健康づくり応援隊の支援、スポーツ・運動の推進、医療カフェを開催、健康マ
イレージ事業等を行った。
・幼児歯科保健教室、30歳以上の5歳刻み歯周病検診、高齢者在宅訪問歯科健
診事業等、ライフステージに応じて歯と口腔の健康づくりを推進した。
・感染症の予防として、定期接種や任意接種の助成を実施するとともに、麻しん等
感染症発生時の情報連絡体制を整えた。
・がん検診や生活習慣病の予防については、地域での健康教室や料理講習会等で
の啓発及び市立中学3年生希望者にピロリ菌尿検査及び除菌費用助成を実施し
た。また、医師会、医療センターと連携し糖尿病重症化予防事業に取り組んだ。
・こころの健康づくりとして、産婦健診事業を開始し、ベビーのつどい、認知症カフェ
の開催、スクールカウンセラーの派遣など幅広く実施した。
・多職種情報共有システムの普及啓発、医療センターの院外薬局でのジェネリック
薬品の利用率向上、訪問看護ステーションの設置等、地域医療の推進を図った。
・食育の授業や体験、食育だよりの発行、地産地消やイベントにおける地場産品の
提供、食生活改善推進協議会における料理講習会など、多くの食育事業を実施し
た。

　健康づくり応援隊の支援や医療カフェ、地域での料理講習会等地域に出向いた
健康支援や、産後うつ対策として、産婦健診後の医療機関からの連絡に対して早
急に訪問につなげることができた。半面、がん検診、特定健診、特定保健指導、歯
周病検診の実績値は、前年に比較して微減であった。
　また、医療センターは経営改善が進み、医業収支比率が向上し、訪問看護ス
テーションも前年度に比較し2施設増加した。
　このように、妊娠期から高齢期までの様々な対象に多様な取り組みを展開でき
た。

第2次亀山市総合計画、前期基本計画、2．健康で生きがいを持てる暮らしの充
実、（2）健康づくり・地域医療の充実などの施策の推進に寄与した。

食育、健康、医療の各分野における行政施策を民間のサービスや地域の取組みと
連携して総合的に展開するとともに、幼年期から高年期までのライフステージを通し
て健康・医療の支援が切れ目なく提供できるように取り組んでいく必要がある。

地域包括ケアシステムによる地域づくりと調和する健康都市「かめやま」の実現に向
け、本計画の取組みの充実・強化を進めていく。



健康・医療推進計画成果指標及び実績

現状値 実績値 実績値 目標値
H27 29 30 R3

健康づくり応援隊養成講座修了者数（延人） 長寿健康課 99 121 158 250

医療カフェ開催回数(回) 病院総務課 1 4 12 12

歯周病検診受診率（30・40歳）(％) 長寿健康課 12 10.9 8.7 15
平成29年度より５歳刻み
の年齢へ変更

ＭＲ（麻しん･風しん混合ワクチン）Ⅱ期（％） 長寿健康課 97.4 97.4 99.4 現状維持

33.2 32.4 31.5 35

21.8 22.0 20.9 25

32.9 30.2 29.6 35

特定健診の受診率（％） 市民課 37.1 37.9 37.5 65 国保計画に同じ

特定保健指導の実施率（％） 市民課 20.4 16.8 16.7 60 国保計画に同じ

訪問看護ステーション数（施設） 地域医療課 5 5 7 6

かめやまホームケアネットにおける在宅医療を
実施する市内医療機関数（機関数）

地域医療課 9 10 9 15
目標値は、内科標榜医療
機関×０．８設定

かめやまホームケアネット新規利用者（人） 地域医療課 19 13 11 25

救急搬送の市内医療機関受入率（％） 消防総務課 50.2 47.26 43.33 50以上 総合計画に同じ

医療センター（財務）医業収支比率（％）（医
業収益/医業費用）

病院総務課 77.6 82.4 83.9 99.8 ビジョンに同じ

学校給食における地場産品を使用する割合
(％)(三重県産＋市内産の食材使用割合、食
材数ベース)

産業振興課 31.2 29.3 27.9 38
目標値は、第３次三重県
食育推進計画

項　目（単位）
年度

参考担当課名

長寿健康課がん検診の受診率（％）

肺がん

胃がん

大腸がん

総合計画に同じ



健康・医療推進計画の推進状況について

1-健康な暮らしの支援 
01:健康づくりによる健康都市「かめやま」の実現

取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性
長寿健康課 健康づくりG

高齢者支援G
健康づくりのてびき、健康体操カレ
ンダー・ＤＶＤの配布

健康づくりのてびきを作成し、全戸配布を行った。ま
た、健康づくり応援隊を支援するとともに、希望する
団体や市民へ、健康体操カレンダー・DVDを配布し
た。
1月から県と共催で健康マイレージ事業を実施し
た。

健康づくりのてびきの全戸配布を行うとともに健康づ
くり応援隊の支援等、市民へ健康づくりに関する情
報の啓発を行う。
健康マイレージ事業について、健都さぷりプロジェク
トで協議し実施していく。

長寿健康課 高齢者支援G しゃきしゃき体操ＯＢ会、出張介護
予防教室、トレーニング室説明会
の開催

しゃきしゃき体操ＯＢ会は２地区、各２回開催、出張
予防教室は６事業所98回開催。トレーニング室説
明会は23回開催した。

より多くの人に利用していただけるよう継続した取り
組みに努め、健康づくりの啓発を図る。

長寿健康課 健康づくりG 健康づくり、喫煙・飲酒対策等に関
する各種広報媒体を活用した情
報提供・意識啓発（各部署間の連
携）

「健康づくりのてびき」に禁煙・適正飲酒の内容を掲
載した。また、「世界禁煙デー」に合わせ、広報で禁
煙週間の周知を行った。

引き続き、市民へ健康づくりに関する情報の啓発を
行う。

文化スポーツ
課

スポーツ推進
Ｇ

（第2次亀山市スポーツ推進計画
に基づく取組）
・ライフステージに応じたスポーツ
実施機会の提供

Let'sスポーツわくわクラブの主催で、ヨガ教室、整
体ヨガ教室、健康運動教室が開催された。また、
ENJOYスポーツかめ亀クラブの主催で、ヨガ教室
（昼・夜の部）が開催された。スポーツ推進委員の
協力のもと、ニュースポーツ大会を実施した。

継続した取り組みに努める。

文化スポーツ
課

スポーツ推進
Ｇ

・障がい者のスポーツ参加の推
進、女性のスポーツ参加の推進、
総合型地域スポーツクラブの育
成・支援

亀山市スポーツ推進委員が「県スポーツ推進委員
障がい者事業部会」に参加いただき、障がい者との
交流等について見識を深めていただいた。

継続した取り組みに努める。

文化スポーツ
課

スポーツ推進
Ｇ

・スポーツ情報内容の充実、各種
情報媒体を活用した情報発信

広報、文字情報等で、総合型地域スポーツクラブ
が実施する教室及びイベントの情報提供を行った
（広報掲載２回、配布回覧等３回）。また、市HPに、
各総合型地域スポーツクラブの教室情報の詳細を
掲載した。（更新３回）

継続した取り組みに努める。

文化スポーツ
課

スポーツ推進
Ｇ

・身近で安心安全なスポーツや運
動の場づくり

壮年ソフトボール大会、女性バレーボール大会、ミ
ニバスケットボール大会、市を含む実行委員会の
主催で江戸の道シティマラソンを開催するとともに、
参加者を広報や文字情報、ホームページを中心に
募集した。

継続した取り組みに努める。

○健康づくりに関する情報（健
康づくり、喫煙・飲酒対策等）に
ついて、各広報媒体を活用し、
啓発月間など定期的に機会を
捉え、情報提供と意識啓発を
図ります。

○気軽にスポーツや運動、ス
ポーツ観戦を楽しむことができ
るよう、スポーツ等の開催情報
を積極的に発信するとともに、
スポーツや運動ができる環境
づくりを進めます。



文化スポーツ
課

スポーツ推進
Ｇ

・市民ニーズに応じた運動施設の
充実、運動施設の利便性の向上、
施設利用の促進、学校運動施設
や公園の有効活用

体育の日に合わせて運動施設の無料開放を行い、
広報やホームページ等で情報提供を行った。グラウ
ンド整備や庭球場の修繕を行い、運動施設の機能
向上を図った。

継続した取り組みに努める。

学校教育課 教育支援G 年間計画に沿った体育指導（全て
の保育所・幼稚園・小学校に外部
講師を派遣した運動・体育活動）

小学校１１校に3日間、幼稚園５園に3日間、保育
所１２か所に3日間ずつ外部講師が授業を行った。

小学校１１校に3日間。幼稚園５園に3日間。保育
所１０か所に3日間ずつ行う予定

○鈴鹿山系の自然や東海道
のまちなみなどの地域資源を
活用したトレッキング、ウオーキ
ングなど、市民の健康志向を
高め、地域の文化となるような
健康づくり活動を検討し進めま
す。

長寿健康課 健康づくりG 健都さぷりプロジェクト 健康増進月間に合わせ、運動教室を行った。各月
テーマを変えて実施し、9月はウオーキングをテーマ
に行った。

健康マイレージ事業と合わせて健都さぷりプロジェク
トにて検討していく。

長寿健康課 健康づくりG 長寿健康づくり応援隊養成講座、
健康都市連合日本支部大会への
参加

市職員と団体代表者にて、健康都市連合日本支
部大会へ参加した。

引き続き、実施していく。

長寿健康課 高齢者支援G 長寿健康づくり事業の充実への取
組（亀山ＱＯＬ支援モデル事業含
む。）

ＱＯＬダイヤルについては、14件の相談件数があっ
た。

引き続き、実施していく。

○医療職等による地域での講
座や学習会などを開催し、市
民の医療・健康（生活習慣病
予防を含む。）の自主活動につ
ながる取組を推進します。

病院総務課 医事G 地域における医療カフェの開催
・医療カフェの実施や実施内容の
情報提供（広報、ＣＡＴＶ、ＨＰ）に
よる自主活動につなげる取組

院内掲示板への写真等の掲示により、実施内容の
情報提供を行い、その結果平成３０年度は、合計１
２回開催し、延参加者数は235人と昨年度を上
回った。

引き続き広報活動に努めるとともに、医師だけでなく
他の医療職による医療カフェも実施していく。

02:歯と口腔の健康づくりの推進
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

長寿健康課 健康づくりG 「健康づくりのてびき」への歯の健
康づくりの情報掲載

「健康づくりのてびき」に歯の健康づくりについての情
報を掲載した。（年１回）

引き続き、実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 長寿健康教室（出前トーク、中央
公民館講座）で口腔ケアに関する
テーマで実施

歯つらつ体操ポスターを活用し、歯の健康づくりにつ
いての周知を行った。

引き続き、ポスターを活用し、歯の健康づくりについ
ての情報の啓発を行う。

長寿健康課 健康づくりG 母子健康手帳配布時における歯
の健康づくりや歯科健診の情報提
供

母子健康手帳交付時に歯の健康づくりや歯科健診
についての情報提供を行った。（母子健康手帳：延
べ398件）

引き続き、母子健康手帳交付時に情報提供をして
いく。

長寿健康課 健康づくりG 歯科保健教室（幼児対象）の実施
⇒2歳児（希望者と1歳6か月児健
康診査の歯科診察での要フォロー
者）を対象として、歯科医師の歯
科検診と歯科衛生士の歯科相談
を実施

取り組みに対する事業どおり実施した。（歯科保健
教室：年6回（延べ163人））

引き続き、歯科保健教室を実施していく。

長寿健康課 高齢者支援G 在宅訪問歯科健診の実施、口腔
機能向上事業（お口の健康教室）

訪問型サービスの依頼がなかった。 サービスの周知に努める。

○健康都市連合日本支部大
会等へ参加し、専門的な知見
や先進的な取組を参考にする
とともに、高齢者のＱＯＬ
（Quality Of Life：生活の質）向
上や健康増進を支援する事業
者、団体などとの連携を図りな
がら、健康づくり事業を充実し
ていきます。

○口腔清掃や食生活への配
慮など自己管理（セルフケア）
能力や家庭内管理（ホームケ
ア）が向上するよう、また、かか
りつけ歯科医を持って定期的
な歯科検診や予防措置を受け
るよう啓発していきます。



教育総務課 施設・保健給
食G

歯の衛生週間を利用した保健だよ
りへの掲載、ポスターの掲示による
口腔ケアの情報発信
⇒歯みがき指導、歯みがきカレン
ダーの作成、各学校の委員会活
動による特色ある実践的な取組の
実施
・歯科検診後の事後処置状況調
査の強化（現在の事後調査を1回
増やす等）

各学校において、歯の衛生週間において保健だより
やポスターによる口腔ケアに関する情報発信を行っ
た。また、関係機関との連携し、よい歯のコンクール
を実施し、歯の健康に関する啓発を行った。

　今後も歯の衛生週間を中心とした啓発の取組や
情報発信のほか、各学校における取組を継続す
る。

○亀山歯科医師会との連携の
もと、30歳以上の歯周病検診
の受診機会の増加を図りなが
ら、特に３０歳・４０歳の節目の
受診率向上に取り組みます。

長寿健康課 健康づくりG 対象者への個人通知、未受診者
に対する受診勧奨の送付
・未受診者に対する受診勧奨の強
化、現在の10歳から5歳単位への
対象拡大等

対象者に対して無料券の個人通知を行った。また、
未受診者には1月に受診勧奨を送付し受診率向上
に努めた。（受診率：10.3%）

対象者へ無料券の個人通知を行うことや未受診者
への案内を行い、受診勧奨を行う。

○また、高齢者の口腔衛生状
態を改善する等、口腔ケア対
策を推進し、誤嚥性肺炎の予
防に努めます。

市民課 医療年金G 高齢者在宅訪問歯科健診事業 対象者の見直しを行い、健診受診者９名の口腔状
況の改善が図られた。

健診率が目標数値に達成するよう歯科医師会等と
更に連携していく。

03:感染症の予防、予防接種の推進
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

○予防接種や感染症に関する
情報提供方法を整理するとと
もに、保健所や医療機関など
の関係機関や保育所、幼稚
園、小・中学校などの関連施
設との連携体制を強化します。

長寿健康課 健康づくりG 関連施設との連携体制の構築に
むけた情報提供方法のマニュアル
作成

麻しん等の感染症発生時の情報連絡体制について
庁内で確認し、連絡体制図を作成した。必要時、
情報共有対策会議を行った。また、食中毒警報が
発生した時は、関係部署に連絡を行った。

継続して取り組んでいく。

○風しんの予防接種について
は、全体的な啓発のほか、成
人式や育児相談の際などの機
会に接種勧奨を行うとともに、
母子健康手帳交付時やパパマ
マ教室などの機会を通して夫
や家族等の接種を勧奨してい
きます。

長寿健康課 健康づくりG 風しんの予防接種に対する広報等
による全体的な啓発
・成人式や育児相談時のチラシや
説明による接種勧奨の実施
・母子健康手帳交付時やパパママ
教室などの機会における夫や家族
等への接種勧奨

成人式にチラシを配布、また、育児相談や母子健
康手帳交付時など必要時に、麻しんと合わせて風
しんについての啓発を行った。（成人式500枚、育
児相談延べ493件、母子健康手帳交付398件、パ
パママ教室18組）
定期接種については、個人通知や園と連携して接
種勧奨を行った。（ＭＲ2期接種率99.4％）

引続き、定期接種勧奨を行うとともに、成人式や、
育児相談、母子健康手帳交付時などに麻しん・風
しんの予防について啓発していく。また、国の風しん
の追加的対策（3年間）に取り組んでいく。

○任意の予防接種について
は、亀山医師会との連携のも
と、社会全体として一定の接種
率を確保できるよう、接種率や
感染の傾向などを勘案して全
体調整に努めます。

長寿健康課 健康づくりG 任意予防接種における全体調整
の実施（任意接種の接種状況や
効果を踏まえ、助成制度の見直し
等）

任意予防接種の助成事業等について広報記事に
て掲載した。また、健康づくりのてびきに、予防接種
についての記事を掲載した。（広報３回、健康づくり
のてびき１回）

引続き、年度初めと助成事業の開始時期にあわせ
て、広報にて任意予防接種についての啓発を行っ
ていく。



2-疾病予防と早期発見・治療の推進 
01:健（検）診の推進、生活習慣病予防・介護予防の推進

取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性
市民課 国民健康保

険G
特定健診について、コールセンターを利用した電話
勧奨と文書での受診勧奨を行ったが、受診率は前
年度と比較し、０．４ポイント下がった。（特定健診受
診率　３７．５％）
なお、人間ドックの助成については、健康マイレージ
との整合を図るため、実施を見送った。

３０年度と同様、電話と文書での勧奨を行う。
また、受診率の向上を図るため、人間ドック（市で実
施するものを除く）の受診結果を提供した者に対す
る助成と特定健診の自己負担金の見直しを検討す
る。

長寿健康課 健康づくりG 健診ミニセミナーを10月以降の集団健診の場に取
り入れ、特定保健指導の利用率向上を図った。（特
定保健指導利用率：17.4％）
1月から県と共催で健康マイレージ事業を実施し
た。

集団検診開始から、健診ミニセミナーを実施し、更
なる利用率向上につなげていく。
健康マイレージ事業について、健都さぷりプロジェク
トで協議し実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 生活習慣病予防やがん、介護予
防に関する各種健康教室の開催

かめやま出前トークや健康教室実施時に、生活習
慣病予防等のテーマで健康講話を行った。

様々な場を活用しながら引き続き、実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 生活習慣病予防をテーマとした健
康づくりのための料理講習会の開
催

バランスのとれた献立を入れて、健康づくりのための
料理講習会4回・地域の料理講習会55回開催し
た。

引き続き、市民・地区伝達講習会を実施していく。

○生活習慣病予防対策等の
保健事業をより全体的かつ効
果的に進めるため、協会けん
ぽ等との連携を検討します。

長寿健康課 健康づくりG 協会けんぽ等と協定（健康づくりを
目的とした包括的な内容）を締結
し、受診者データの利活用（特定
健診、がん検診の受診促進、特定
健診結果等の分析、保健事業の
連携・協働による保健事業の効果
的な実施）

集団検診の場を活用し、協会けんぽ被保険者を対
象の健診日を設定し実施した。

協会けんぽ対象の特定健診受診券発送時に市の
がん検診についての案内を同封しがん検診につい
て周知を行う。

病院総務課 栄養G 医療センター内において、合計５回開催し、延参加
者数は８９人であり、糖尿病の予防に寄与すること
ができた。

引き続き年度内に５回開催し、糖尿病の予防につ
ながる取組みを行う。

市民課
長寿健康課

国民健康保
険Ｇ
健康づくりG

医療センターの糖尿病予防教室を国保特別交付
金の対象事業に位置付け支援するとともに、３０年
度から同教室を糖尿病性腎症重症化予防事業の
保健指導として活用した。

引き続き、医療センターの事業を支援するとともに、
医療センターと連携して糖尿病性腎症重症化予防
事業を実施していく。

保険・長寿がん検診、特定健康診
査・特定保健指導に係る受診率
向上にむけた勧奨方法（訪問勧奨
等の導入）の見直し

糖尿病予防教室の開催

○がん検診、特定健康診査、
特定保健指導の受診率・実施
率向上に取り組むとともに、が
んや生活習慣病の予防、介護
予防の知識を健康教室等の
機会を通じて普及促進します。

○糖尿病性腎症の重症化予
防をはじめ、亀山医師会や市
立医療センターと連携して生
活習慣病重症化予防に取り組
みます。



市民課 国民健康保
険Ｇ

糖尿病性腎症重症化予防プログ
ラムの取組の検討・導入

平成３０年１２月から亀山医師会、医療センターと
連携し、糖尿病またはその疑いのある被保険者を
対象に医療機関への受診勧奨、保健指導を実施し
た。（医療機関受診者5人、保健指導参加者3人）

引き続き、亀山医師会、医療センターと連携して事
業を実施し、糖尿病性腎症の重症化予防に努め
る。

長寿健康課 健康づくりG 健康増進、薬物乱用防止、禁煙
対策、食育などの学習機会の提
供

ファミリーエコクッキングを開催し、親子で食育につ
いて学ぶ機会を提供した。（年１回）また、広報にて
薬物乱用防止についての記事を掲載し、啓発を
行った。（年１回）

引続き、ファミリーエコクッキングの実施や、広報の
記事を掲載し、市民に対して情報提供を行ってい
く。

学校教育課 教育研究Ｇ 学校三重県がんの教育総合推進
事業等と連動し、学校の実態に応
じて医療の専門家やがん患者の
会代表者等の講演や話を直接聞
く機会の設置等（がん対策加速化
プランから）

中学校の保健体育授業において、教科書を活用し
て、喫煙のリスクや癌についての学習を進めた。

人権教育や、命の教育等と関連させながら健康増
進についての学習を推進していく予定

○介護予防・日常生活支援総
合事業（新しい総合事業）によ
り、地域の通いの場の提供を
進めるとともに、認知症予防対
策を充実・強化します。

長寿健康課 高齢者支援G 介護予防・日常生活支援総合事
業（新しい総合事業）による地域の
通いの場の提供、認知症予防対
策の充実・強化

介護予防教室の充実に伴い、参加者も昨年度より
増えた。また、認知症予防教室も半年間継続的に
取り組み、脳の活性化につなげることができた。

引き続き充実した介護予防に取り組むとともに、より
広い地域に通いの場を設けていく。

02:こころの健康づくり（自殺対策）
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

学校教育課 教育研究G いのちの教育の推進（※子ども・子
育て支援事業計画）

亀山中学校区人権教育研修会で講師を招き、命
の教育の研修会を実施した。

各校の人権教育の取り組みの中で推進していく予
定

学校教育課 教育研究G 職場体験学習・保育体験の推進
（※子ども・子育て支援事業計画）

6月４日～８日の5日間、市内３中学校の生徒４３４
人が、１３６事業所で職場体験を実施予定

6月３日～７日の5日間、市内３中学校の生徒４１３
人が、１４３事業所で職場体験を実施予定

子ども未来課 子育てサポー
トG

子育て中の保護者への交流の場・
親子のふれあいの場の提供（支援
センター、ふれあい広場）
⇒地域での出前保育（ひろば事
業）、コミュニティでのボランティア
活動の支援

0歳児の親子を対象とした“ベビーのつどい”を実施
し、合計96組の参加があった。ひろば事業は5カ
所、17回を開催し、計72組の親子が参加した。

ベビーのつどいは、継続して取り組む（計画：年４
回）。ひろば事業を実施する。（４カ所で計14回開
催予定）

生涯学習課 社会教育Ｇ 地域の人に学習アドバイザーや安
全管理員を配置依頼した「放課後
子ども教室」の推進

各小学校区（各地域）ごとで、「学習アドバイザー」
や「安全管理員」にボランティアとして協力していた
だき実施した。

今後も地域の方々に協力をいただき、継続的な活
動を実施していく。

○健康増進、薬物乱用防止、
禁煙対策、食育などの学習機
会や県の「がんの教育総合支
援事業」などを活用し、がんの
学習に取り組みます。

○いのちの教育や職場体験学
習・保育体験などを推進すると
ともに、子育て中の保護者や
親子、介護者同士など地域に
おける交流やふれあいの場づく
りを支援します。



長寿健康課 高齢者支援G 情報交換や介護に関する学習会
を通して、介護者同士が集う場の
提供：介護者のつどいの開催

介護者のつどいを４回開催し、介護者の支援を行っ
た。

継続して開催するとともに、参加者が偏らないよう周
知方法を工夫する。

長寿健康課 高齢者支援G 認知症家族会_元気丸の会、認知
症カフェの開催

認知症カフェは２ヶ所で24回開催し、参加は383人
であった。

継続して悩みを語りあったり、相談できる場として適
切な支援に努めるとともに、カフェの増設にも努め
る。

長寿健康課 健康づくりG こころの健康づくりや命の大切さに
関する情報提供（自殺予防週間・
月間のこころの健康づくりに関する
広報掲載、健康づくりのてびき、市
ＨＰでのメンタルヘルスチェックシス
テム「こころの体温計」(通年)

健康づくりのてびきや、広報で、こころの健康づくりに
ついての記事を掲載した。（健康づくりのてびき年1
回、広報年２回）また、市ＨPでﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾁｪｯｸｼｽ
ﾃﾑ「こころの体温計」を導入し、こころの健康づくりに
ついての啓発を行った。（延8,665件）

引続き、健康づくりのてびきや広報、市ＨＰにて啓発
を行っていく。

長寿健康課 健康づくりG 悩みやこころの問題に対する市の
窓口周知

健康づくりのてびきや、広報、HPにて、悩みやこころ
の問題に対する相談先の周知を行った。（てびき年
1回、広報年2回）

引続き、健康づくりのてびきや、広報、市HPにて、相
談先の周知を行っていく。

長寿健康課 健康づくりG 母子健康手帳交付時における啓
発（産後うつのリーフレット配布）

母子健康手帳交付時に産後うつについてのリーフ
レットを配布して情報提供を行い、本人の体調確認
を行った。（母子健康手帳交付：398件）

引き続き、母子健康手帳交付時にリーフレット等を
配付し啓発していく。

長寿健康課 健康づくりG 新生児訪問における啓発（エジン
バラ産後うつ質問票により、産後の
こころの状態の確認を行い、支援
が必要なケースは、継続訪問や電
話の継続支援につなげる。）

産婦健康診査において、エジンバラ産後うつ質問
票を行い、産婦人科から支援が必要と連絡があっ
たケースについては、早急に連絡し訪問を行った。
（産婦健康診査：延596件、産婦人科から連絡が
あったケース：18件）

引き続き、産婦健康診査を実施し、支援が必要な
ケースについては早急に訪問を行い、支援を行って
いく。

長寿健康課 健康づくりG 関係各室・機関との円滑な連携を
図り、対応できる体制図・フローの
作成

生活困窮者自立支援会議での情報共有及び関係
各部署との円滑な連携を行った。

引き続き、関係各部署との円滑な連携を図ってい
く。

長寿健康課 健康づくりG 三重県ひきこもり地域支援セン
ター等の周知

市ＨPでメンタルヘルスﾁｪｯｸシステム「こころの体温
計」の利用後の相談先として、周知を行った。

引き続き、周知していく。

○きめ細やかな子どもの観察・
相談・支援体制の確立や家
庭、地域と連携した取組を推
進し、子どもの悩み、思春期の
課題、うつやひきこもり、自殺予
防など、関係各室・機関が互
いに連携を図りながら対応でき
るよう支援体制の強化を図りま
す。

○自殺予防週間等でこころの
健康づくりや命の大切さに関す
る情報提供を行うとともに、悩
みやこころの問題が相談できる
市の窓口を周知します。



地域福祉課 障がい者支
援Ｇ

障害者総合相談支援センターで
の相談（身体、知的、精神に関す
る相談を電話、来所、訪問の実
施）

障害者総合相談支援センターあいでの相談件数は
2,627件で、相談内容に応じた必要な情報や助言
等による支援を行った。

引き続き相談員の支援の知識や支援力を高めるた
めの研修や事例検討を行うとともに、障害者総合相
談支援センターあいのあり方を見直し、相談体制の
充実を図る。

子ども未来課 思春期の課題に対応した相談体
制の充実（※子ども・子育て支援
事業計画）

子ども未来課 子ども家庭室との連携（育児相
談、必要に応じた専門機関との連
携）

学校教育課 教育研究G 三重県によるスクールカウンセラー
（ＳＣ）の派遣（市内全小中学校）
市内3中学校を拠点校として、中
学校区の各小学校にスクールカウ
ンセラーが巡回し、児童・生徒、保
護者へのカウンセリングと教職員の
相談業務の実施

市内１４校すべての学校にSCを派遣した。3人で年
間164日、のべ984時間、計画に沿って巡回し、児
童生徒・保護者のカウンセリングを行った。

市内１４校すべての学校にSCを派遣予定。3人で
年間164日。のべ984時間を予定している。

3-地域医療提供体制の整備
01:多職種連携による地域包括ケアシステムの強化・充実

取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 Ｈ３１以降の方向性
長寿健康課 高齢者支援G 長寿・地医亀山市保険調剤薬局

整備事業（在宅医療等に必要な
薬剤、医療機材等の提供）の実施

在宅療養中の患者に対して、必要な薬剤や医療機
材の提供を行った。

引き続き、在宅療養に必要な薬剤、医療機材を提
供できる体制を維持できるように、関係部署と連携
を行う。

病院総務課 医事Ｇ 地域医療連携システム「三重医療
安心ネットワーク：ＩＤ－Linkの導入」
（医療・介護連携システム含む。）

システム有効活用を行うため、多職種連携会議の
場を活用し、医療・介護多職種連携システムの成
功事例の発表など研修や説明を行った。

多職種情報共有システムの普及啓発を各種関係
者に行い、医療・介護の連携強化に努める。また、
活動促進につながる体制を検討する。

母子保健との健診ワンポイントアドバイス（１歳半　３
歳児健診）、子ども総合相談の中で、児相精神科
医と連携した医療相談の実施（年間11回）

子ども及び保護者の相談支援体制として、亀山市
子ども家庭総合支援拠点の設置について検討す
る。

子育て支援G

○在宅医療・介護の連携体制
を強化するため、在宅医療を
行う在宅医等を24時間365日
支援する在宅医療支援薬局
の設置や多職種が患者情報を
共有できるツールの導入など
を進めます。



地域医療課 地域医療Ｇ 協議会と連携会議の実施内容や
回数の見直し等

昨年度に引き続き推進協議会WG、多職種連携会
議を開催し、多職種連携強化に努めた。

引き続き、在宅医療介護連携の推進強化に努めて
いく。

地域医療課 地域医療Ｇ かめやまホームケアネットの利用
促進（マニュアル・パンフレットの見
直し等）

市民講座や出前講座を開催、随時パンフレットを配
布し、周知を図った。また、関係職種にもホームケ
アネットの周知を行い利用に促進に努めた。

引き続き、市民や関係職種に積極的なPRを行い、
情報共有ツールの効果的な運用を行い、多職種連
携の強化を図っていく。

02：救急医療提供体制の充実
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

長寿健康課 健康づくりG 「1次救急、年末年始、夜間時間
外応急診療」業務委託の継続

業務委託契約を締結し、救急医療体制を確保し
た。

引き続き、業務委託契約を締結し、救急医療体制
を継続していく。

長寿健康課
病院総務課

健康づくりG
医事G

夜間時間外応急診療、運用方法
の見直し検討

医師会、医療センターと夜間時間外応急診療の運
用方法の協議を行い、委託契約（一次救急・年末
年始・夜間時間外応急診療）を亀山医師会との一
括契約とした。

医師会有志の医師による当直を休止し、医療セン
ター当直医師を充実させ対応していく。

○市内の医療機関との連携を
強化するとともに、鈴鹿中央総
合病院、鈴鹿回生病院等の二
次救急医療機関との連携体制
について、引き続き維持しま
す。

長寿健康課 健康づくりG 二次救急医療機関に対する高度
医療機器の整備支援

実績なし 医療機関より、支援の要望があれば、関係部署と
協議を行い、支援の必要性を判断する。

長寿健康課 高齢者支援G ７５歳の誕生日月に、電話健康相談のチラシを郵
送し、事業を周知し、延べ765件の相談があった。

個別通知などを通じて事業の周知に努めるととも
に、高齢者の相談に応じる。

市民課 国民健康保
険G

被保険者証の切替え時に対象世帯にＰＲパンフレッ
トを郵送するとともに、窓口で加入手続きを行った者
に対してもＰＲパンフレットを配布し周知した。

被保険者証の切替え時及び窓口での加入手続き
時にＰＲパンフレットを配布し、対象世帯に周知する
とともに、重複・頻回受診者に対しパンフレットを送
付して適正受診を呼び掛ける等有効活用を図る。

長寿健康課 健康づくりG みえ子ども医療ダイヤルＰＲ（広報
等）

新生児訪問や赤ちゃん訪問時や幼児健診時にチ
ラシを配布しＰＲを行った。

引き続き、訪問や健診にて啓発していく。

○亀山市の在宅医療・介護連
携における目指すべき姿を多
職種で共有し、在宅医療連携
推進協議会と多職種連携会
議の進め方の整理を行ってシ
ステムを見直し、地域住民へ
積極的にＰＲして「かめやま
ホームケアネット」の利用を促
進します。

○日曜日・祝日・夜間時間外
の応急診療については、医療
センターや亀山医師会の医師
と連携・協力体制を継続しなが
ら、小児の応急診療への円滑
な対応に努めます。

○「みえ子ども医療ダイヤル
（＃8000）」など広域的な相談
窓口の周知を行うとともに、75
歳以上の高齢者や国民健康
保険加入者を対象とした電話
健康相談の利用を促します。

電話健康相談の利用促進に向け
たＰＲ（広報等）



消防総務課 消防救急Ｇ （亀山市消防力充実強化プランに
基づく取組）
・救急隊員の育成、救急救命士処
置拡大への対応、指導救命士の
養成

三重県消防学校指導救命士課程に入校した2名が
課程を修了し、三重県から指導救命士として認定さ
れた。

平成31年度三重県消防学校指導救命士課程に1
名入校予定。

消防総務課 消防救急Ｇ ・救急ワークステーション（ＷＳ）の
運用体制検討

医療センターと検証委員会を設け、より効率的な救
急ＷＳ運用を目的に、運用要領を改正した。

医療センターと連携し、効率的な救急ＷＳ運用に努
める。

○救急需要に適切に対応する
ため、救急車の適正利用の啓
発を継続して行います。

消防総務課 消防救急Ｇ （亀山市消防力充実強化プランに
基づく取組）
・救急車適正利用普及啓発事業

各種イベントや広報等で救急車適正利用普及啓発
を図った。

緊急度が高い傷病者への対応が遅れないよう、引
き続き、適正利用普及啓発に努める。

03:地域医療の確保と医療センターの経営健全化
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 Ｈ３１以降の方向性

○三重大学による亀山地域医
療学講座設置の協定を継続
し、亀山市及びその周辺地域
の住民が健康で安心できる生
活を提供する医療保健体制に
関する研究・教育を実施しま
す。

長寿健康課 健康づくりG 亀山地域医療学講座の設置協定
の継続

三重大学に亀山地域医療学講座を設置し、医療
センターに医師が派遣され、診療を通した地域医
療の研究・教育が継続して行われたことで、診療体
制の充実につなげた。さらに、講座の総合医を中心
に、地域に出向いて、講話と対話を行う、「医療カ
フェ」を開催した。

引き続き、講座の医師等と連携し医療カフェなど市
独自の魅力的な取組みを実施する。

地域医療課 地域医療Ｇ 亀山市保険調剤薬局整備事業 平成２９年１０月開設後は随時、地域と連携のため
の情報提供を行った。

薬局運営の継続支援を必要に応じて行う。

病院総務課 医事G 外来患者等の院外処方化による
ジェネリック（後発医薬品）の利用
促進

一般名処方を行うことで、ジェネリックの利用率向上
に努めた。その結果、ジェネリックの利用率が向上し
た。（８６．５％・変更後薬価額差　30,511,780円）

ジェネリックの利用率が更に上がるように、周知活
動等の取り組みを行う。

○医療センターは、県の地域
医療構想を踏まえながら、新
公立病院改革プラン（平成28
年度）を推進し、経営の健全
化に取り組みます。

病院総務課 病院総務G 亀山市立医療センターアクション
プラン（新公立病院改革プラン含
む）の推進

重点的項目である訪問看護ステーションを設置し、
また施設改修は進捗していたが、経常収支比率の
改善等数値目標に達していない項目があった。

引き続き重点的項目の実現に取り組み、地域包括
ケア病床の増床等により数値目標に達することがで
きなかった項目については、早期に実現できるよう、
経営の健全化を目指す。

○医療センターの処方箋を院
外処方に移行してジェネリック
（後発医薬品）の利用を促進し
ます。

○消防本部と医療センターの
連携強化にむけた検討を進め
るとともに、三重県が認定する
指導救命士の養成等、救急隊
員の知識・技術の向上に取り
組みます。



4-食育の推進
01:栄養、食生活の改善

取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性
長寿健康課 健康づくりG 母子健康手帳交付時、幼児健

診、育児相談時のパンフレット配布
母子手帳交付時、幼児健診、育児相談時にパンフ
レットを配付し、啓発を行った。

引き続き、母子手帳交付時、幼児健診、育児相談
時にパンフレットを配布していく。

長寿健康課 健康づくりG 健康教室において食事バランスガ
イドを活用し、栄養の大切さについ
ての啓発

あいあい祭りにて、食事バランスガイドを活用し、栄
養の大切さについての啓発を行った。

出張出前講座などの機会を活用し、より多くの人に
啓発を行う。

長寿健康課 健康づくりG 健康づくりのてびきに食事バランス
ガイドを掲載し、健康的な食生活
につなげる情報提供

健康づくりのてびきに食事バランスガイドを掲載し、
健康的な食生活につながる情報提供を行った。

引き続き、健康的な食生活につながる情報提供を
行う。

長寿健康課 健康づくりG 離乳食教室で、離乳食の基本講
話や、生後5～8か月児までの離
乳食の作り方と試食の実施

離乳食の基本に関する講話とともに、生後5～8か
月児までの離乳食の作り方のデモンストレーションと
試食を行った。（離乳食教室：年6回（延べ75人））

引き続き、離乳食教室を実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 食生活改善推進協議会による市
民・地区伝達講習会の実施
⇒バランスのとれた献立で、健康
づくりのための料理講習会、地域
の料理講習会を実施。

バランスのとれた献立を入れて、健康づくりのための
料理講習会4回・地域の料理講習会55回を開催し
た。

引き続き、市民・地区伝達講習会を実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 幼児健診で「早寝・早起き・朝ごは
ん」のパンフレットを配布

幼児健診にて、「早寝・早起き・朝ごはん」の封筒を
配付した。（幼児健診：年24回（延べ825人））

引き続き、幼児健診にて封筒を配付していく。

長寿健康課 健康づくりG 健康教育の実施
⇒規則正しい食生活がもたらす効
果を伝え、生活習慣病予防に関
する健康教育の開催

幼児健診にて、「早寝・早起き・朝ごはん」の封筒を
配付した。（幼児健診：年24回（延べ825人））

引き続き、健康教育を実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 育児相談の中で、生活リズムの相
談を個別で受け、必要な情報提供

育児相談の中で、生活リズムについての相談を受け
たり、話の中で生活リズムについて必要な情報提供
を行った。（育児相談：年12回（延べ493件））

引き続き、育児相談の中で、必要な情報提供をし
ていく。

長寿健康課 健康づくりG 出前教室や献血、キラリ市民大学
などでの健康相談の実施

出前教室のぽっぽクラブで、「早寝・早起き・朝ごは
ん」等の生活リズムの大切さについて啓発及び相談
を行った。（年２回）

引き続き、出前教室等を通じて、啓発及び相談を
行っていく。

○母子保健、保育所、幼稚
園、小中学校などでの「早寝・
早起き・朝ごはん」等の取組を
充実させるとともに、食事バラ
ンスガイド等の活用や亀山市
食生活改善推進協議会による
料理講習会等の実施などによ
り、成人への食育を進めます。



子ども未来課 子ども総務Ｇ 食育だより（13園、月1回）による啓
発（栄養バランス、朝食の重要
性、食育に関する情報提供）

食育だより（13園、月1回）により、栄養バランスや野
菜の重要性、咀嚼や減塩、その他食育に関する情
報提供を行い、規則正しい食生活の実践のための
啓発を行うことができた。

引き続き、情報提供等による啓発活動を行う。

子ども未来課 子育てサポー
トG

子育て講座の実施（子どもとその
保護者）
⇒子育て講座の中で、「生活リズ
ム、運動あそび、栄養相談、育児
相談」などによる生活リズムの向上

子育て講座（年５0回程度）実施した。栄養相談（年
10回）を行い、食の大切さ等を伝えた。

引き続き子育て講座を開催し、運動、食事、睡眠
等の大切さを継続して伝える。

教育総務課 施設・保健給
食G

食育だより、給食・食育だより、保
健だより、保護者参観、懇談会な
どの場を活用した食育の啓発。ま
た、生涯学習室と連携し、給食・食
育だよりによる啓発の実施

給食・食育だよりを年3回発行した。また、定期的に
保健だよりを発行するとともに、給食試食会等の場
を活用し、啓発を行った。

今後も給食・食育だより、保健だよりの発行や給食
試食会や保護者会等の場を活用し、啓発を継続し
ていく。

生涯学習課 社会教育Ｇ 生涯中央公民館で、こどもの食物
アレルギー、食育クッキングと題し
た講座の実施

今年度は皇學館大学駒田聡子教授を講師に、食
物アレルギーについて講座を公民館講座にて行っ
た。

今後も、中央公民館で開催を検討する。公民館事
業については、参加者の意向に沿って開催を検討
する。

生涯学習課 社会教育Ｇ 生涯朝ごはんバランスシートによる
出前講座での周知・啓発

出前講座において、朝ごはんバランスシートの啓発
を行った。また、就学時検診でも啓発を行った。

今後も継続して行う。

○特定健康診査の結果に基
づく特定保健指導により、運動
習慣や食生活の改善に向けた
指導を強化し、すでに糖尿病
を発症している人についても重
症化予防に取り組みます。

市民課
長寿健康課

国民健康保
険Ｇ
健康づくりＧ

特定保健指導対象者に対する運
動習慣や食生活の改善に向けた
指導プログラムの見直し、既存の
発症者に対する重症化予防に向
けた食生活改善の取組の実施

特定保健指導対象者に対して、コールセンターを
利用した電話勧奨を行った。

特定保健指導の利用を勧めるために、特定健康診
査と同日にミニセミナーを開催（１４回）したり、家庭
訪問を実施し行動変容を促した。

電話での勧奨を行うとともに、集団健診時に、ⅠCT
を活用した初回面接を同時実施する方法を取り入
れ、特定保健指導につなげていく。

○学校における子どもたちの食
生活の充実を図るため、中学
校給食の完全実施に向けた多
面的な検討を行います。

教育総務課 施設・保健給
食G

情報収集や先進地視察等、中学
校給食についての調査・研究

中学生の食生活と給食に関するアンケート調査を
行い、中学校給食における昼食のありかたについて
検討した。

アンケート調査結果やこれまでの検討内容を踏ま
え、多面的な検討を進めていく。

○介護予防・日常生活支援総
合事業（新しい総合事業）によ
り、栄養指導、口腔ケアなどの
介護保険サービスを充実させ
るとともに、民間の配食や買い
物支援サービス提供者と連携
し、高齢者の地域での食生活
を支援します。

長寿健康課 高齢者支援G 介護予防・日常生活支援総合事
業（新しい総合事業）による栄養指
導・口腔ケアなどの介護保険サー
ビスの充実
・民間の配食や買い物支援サービ
ス提供者と連携した高齢者の地域
での食生活の支援

訪問型のサービスＢ及びＣについては実績がなかっ
た。配食サービスについては、登録者数は34人で、
年間延べ7,531食のバランスのとれた食事を提供し
た。

栄養指導や口腔ケア事業等については、周知に努
め利用率を向上させる。
配食については、継続して調理が困難な人に食事
を届けるとともに、安否確認等の支援に努める。



産業振興課 農業Ｇ 廃棄食品ロスの廃棄物に占める割
合などの市ＨＰへの掲載、廃棄物
の排出抑制の観点からの食べ残し
削減に向けた啓発、主管室におい
て効果的な啓発方法を検討

市ＨＰへの掲載は行わなかったが、広報に特集記
事を載せたり、マイタウンかめやまや市Facebookで
啓発を行ったりした。また、かめまると協働事業を行
い、啓発グッズの作成や啓発活動を行った。

広報等に加え、廃棄物の排出抑制の観点からの食
べ残し削減に向けた啓発、主管室において効果的
な啓発方法を検討する。（かめまるとの協力関係の
継続、小学生の施設見学における啓発等）

教育総務課 施設・保健給
食G

給食時間における食べ残しを減ら
すための指導（残飯ゼロ運動）
⇒給食・食育だよりにおいて、食に
対する感謝の気持ちや残さず食べ
ることの大切さの啓発。残食が多
い学校では、残食を出さない取組
を給食委員会等の活動実施

給食だより等において食に対する感謝の気持ちや
残さずに食べることの大切さについて啓発を行っ
た。また、食品ロスをテーマにした食育の授業やた
よりを配付した。

食品ロスに関してたよりを配付し、保護者への啓発
も行うなど、今後も、残食を減らす指導や給食だより
等における取組を定期的に実施していく。

02：次世代に伝える食文化
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

長寿健康課 健康づくりG 市民・地区伝達講習会の実施⇒
健康づくりのための料理講習会と
地域の料理教室の開催

地域の食材や行事食を取り入れた献立を入れて、
健康づくりのための料理講習会4回・地域の料理講
習会55回開催した。

引き続き、市民・地区伝達講習会を実施していく。

長寿健康課 健康づくりG 食文化を伝える亀山市食生活改
善推進協議会に補助金を交付

亀山市食生活改善推進協議会に補助金を交付し
た。

引き続き、補助金を交付していく。

産業振興課 農業Ｇ 市民農園の維持管理・利用促進
（54区画：川合町）

草刈を２回行った。市広報、ＨＰにて利用者を募集
した。

引き続き、草刈を行う。市広報、ＨＰにて利用者を
募集する。

産業振興課 農業Ｇ 亀の市での旬の地場産品をつかっ
た簡単レシピの配布

年１０回行い、地場産品のＰＲを行った。 引き続きレシピの配布をする。

産業振興課 農業Ｇ 亀山青空お茶まつりで、茶摘み体
験、手もみ実演、電子レンジでのお
茶づくり体験などの実施

亀山青空お茶まつりにて茶摘み体験、手もみ実演
等に加え、２０回開催記念としてマラソンイベントを
開催した。

亀山青空お茶まつりを開催し、茶摘み体験、電子レ
ンジでのお茶づくり体験等を実施する。

産業振興課 農業Ｇ 中山間地域活性化事業（加太北
在家地区_小山新田の里芋など）

加太北在家地区小山新田でじゃがいもの収穫体験
を実施した。

引き続き事業を継続する。

学校教育課 教育研究Ｇ 小学校では、ＦＢＣ花壇の花の栽
培、生活科、総合的な学習の時
間等での野菜や米作り。中学校で
は、家庭科や委員会活動での花
や野菜の栽培

市内全ての小学校で、ＦＢＣ花壇の花の栽培、生活
科、総合的な学習の時間等での野菜や米作り。中
学校では、家庭科や委員会活動での花や野菜の栽
培を行った。

小学校では、ＦＢＣ花壇の花の栽培、生活科、総合
的な学習の時間等での野菜や米作りを、中学校で
は、家庭科や委員会活動での花や野菜の栽培を
行っていく。

教育総務課 施設・保健給
食G

食育だよりでの啓発（地産地消マッ
プや地産地消カレンダーを活用
し、食育の授業において市内産食
材の学習の実施。また、旬の食材
の時期にあわせ、給食・食育だより
による家庭への啓発。）

食育の授業における「亀山市地産地消マップ」等の
活用や、体験学習を通じて、市内産の食材につい
て学んだ。また、旬の食材が多く取れる時期に給食
だよりを発行し、家庭への啓発や働きかけを行っ
た。

食育の授業や体験活動、給食だよりを活用し、市
内産食材に関する学習や保護者への啓発を継続し
ていく。

○家庭や飲食店などに対する
食品ロス削減（生ごみの再資
源化等）につながる効果的な
意識啓発や情報提供を検討し
実施するとともに、学校等にお
いて環境意識を育むための学
習に取り組みます。

○市民等が地域の食材や郷
土料理、行事食などに触れる
機会を提供するため、食育を
推進する地域の組織を育成す
るとともに、関係団体を支援し
ます。

○学校等での活動はもちろん、
若者を中心に幅広い世代への
農業等の体験を支援し、市民
の関心を高めることで食文化
の伝承につなげます。



子ども未来課 子ども総務Ｇ 食育だよりで旬の食材についての
啓発

食育だよりにて和食（だし、乾物、調理法など）につ
いて情報提供を行った。

引き続き、情報提供等による啓発活動が必要であ
る。

産業振興課 農業Ｇ （亀山市農業経営基盤の強化の
促進に関する基本構想に基づく取
組）
学校給食の献立を基にした農家
への作付けの指導
⇒学校給食に旬の食材を提供す
るため、学校給食の献立を基にし
た農産物の作付けの協議。

亀の市に対し、かめやまっ子給食で使用する農作
物の作付指導を年１１回行った。
また、協議を年２回行った。

引き続き、指導、協議等を行う。

産業振興課 農業Ｇ 地元産を購入できる場所や地産
地消の活動について、市ＨＰで掲
載

亀山紅茶べにほまれの購入できる場所を市ＨＰにて
紹介している。

引き続き、市ＨＰにて紹介する。

教育総務課 施設・保健給
食G

かめやまっ子給食（学校給食）へ
の地場産品の提供

生産者や納入業者と連携し、市内産県内産の食材
を多く取り入れた「かめやまっ子給食」を年２０回提
供した。

生産者や納入業者との連携を図り、市内産県内産
の食材を多く取り入れた「かめやまっ子給食」の実
施を今後も継続していく。

教育総務課 施設・保健給
食G

中学校のデリバリー給食に、県内
産の食材を使用する「地物が一番
みえの日」の実施

県内産の食材を多く取り入れた「地物が一番みえの
日」を年１１回実施した。

県内産の食材の活用について委託業者と連携を図
りながら、「地物が一番みえの日」の実施を継続して
いく。

子ども未来課 子ども総務Ｇ 可能な範囲での地場産品の提供
（毎回）
⇒食材納入業者の協力により、可
能な限り地元に近い産物を使用
し、市ＨＰで産地の公表

可能な限り地元に近い産物を使用するために、給
食食材納入業者に協力を依頼した。

継続して地産地消を推進するために旬の食材を使
用できるような献立作成に努める。

地域観光課 観光交流Ｇ 納涼大会、関宿街道まつり（桜ま
つり：観光協会主催）での地場産
品の販売（市主催2事業）、モデル
ツアーでの地元産品ＰＲ

各イベントにて観光協会により委託販売を実施。ま
た観光協会によるモデルツアーにて地元産品を利
用した昼食の提供と体験を実施した。

観光ＰＲイベントにおける継続した地元産品の販売
とＰＲを実施する。

地域観光課 観光交流Ｇ 観光協会主催（市協力）で、道の
駅での朝市の開催（毎週日曜日）
や三重テラス等における亀山茶の
ＰＲ

道の駅での販売、各種観光ＰＲイベントにおいて亀
山茶を含む地元産品の販売とＰＲを観光協会と連
携し実施した。

道の駅における継続した地場産品の販売。観光及
び地場産品ＰＲの販売を含むＰＲ活動を実施する。

○関係団体による取組や活動
状況について、市ホームペー
ジや広報媒体などを通して、広
く情報発信を行います。

産業振興課 農業Ｇ （亀山市農業経営基盤の強化の
促進に関する基本構想に基づく取
組）

市ＨＰにて「農漁業を盛り上げていただいている方々
の紹介」として、団体等を紹介した。

引き続き、市ＨＰにて紹介していく。

○学校給食、福祉施設、外
食・中食などでの地場産品の
利用を促進し、直売所、量販
店、観光などにおいての販路
拡大や更なる普及のための交
流活動、イベントの開催等を支
援するとともに、情報提供や広
報活動等を行います。



03：共食の推進
取組内容 担当課名 グループ名 取組に対応する事業 Ｈ３０実績・成果 R１以降の方向性

長寿健康課 健康づくりG ファミリーエコクッキング（小学生と
その保護者）

ファミリーエコクッキングにおいて、小学生とその保
護者を対象に食を通じたコミュニケーション等の重
要性についての講話を行った。（延べ25人）

引き続き、ファミリーエコクッキングを実施し、啓発し
ていく。

長寿健康課 健康づくりG 食育月間における広報、ホーム
ページによる普及啓発の充実(※
ひとり親家庭、共働き家庭等、多
様な暮らしに対応した情報提供)

産業建設課にて、食育月間に合わせ、広報へ記事
掲載した。

産業建設課にて対応していく。

子ども未来課 子ども総務Ｇ 食育だよりでの共食の普及啓発
（年12回）

食育だよりにて共食の大切さや楽しさについて情報
提供を行い、豊かな食体験を推奨した。

引き続き、情報提供等による啓発活動を行う。

教育総務課 施設・保健給
食G

給食・食育だより（小中学校年3
回）、食育だより（小学校年5回）で
の共食の普及啓発

給食・食育だよりを年３回、給食だよりを年５回発行
し、家庭における食育の推進について啓発を図っ
た。

給食・食育だより等を定期的に発行し、家庭におけ
る食育の推進について、の啓発を継続していく。

学校教育課 学事教職員Ｇ コミュニティスクール等の組織を活
用した啓発

地域行事や学校行事を通じて、保護者や地域の
様々な世代に対し、食への興味関心を高め、「食の
楽しさ」や「共食」の大切さを啓発した。

今後も引き続き、地域行事や学校行事を通じて、
食への興味関心を高め、「食の楽しさ」や「共食」の
大切さを啓発していく。

教育総務課 施設・保健給
食G

給食・食育だより、食育だより、総
合的な学習の時間等での啓発

給食・食育だよりを年３回発行し、家庭における共
食の大切さについて啓発を図った。

給食・食育だよりを定期的に発行し、家庭における
共食の大切さについて、啓発を継続していく。

学校教育課 教育支援Ｇ 生産者をゲストティチャーとして招
いた授業（11校）⇒生活科、総合
的な学習の時間、社会科などで、
サツマイモ、ジャガイモ、そば、米な
どの栽培活動の実施

生活科、総合的な学習の時間等での野菜や米作り
を通して、子どもたちは新たな発見をし、地域への
関心が高まり、学校と地域とのつながりが深まった。

生活科、総合的な学習の時間等で生産者をゲスト
ティチャーとして招き、子どもたちが主体となった創
意工夫ある生産体験活動を展開していく。

子ども未来課 子ども総務Ｇ 食育だよりでの啓発 食育だよりにて共食の大切さや楽しさについて情報
提供を行い、豊かな食体験を推奨した。

引き続き、情報提供等による啓発活動を行う。

○食育月間（6月）、食育の日
（毎月19日）、料理教室などの
食に関する情報提供の機会を
活用し、多様な暮らしに対応し
た家庭や地域での「共食」の普
及啓発を行います。

○保育所、幼稚園、小中学校
の保護者へのたより（通信）や
総合的な学習の時間、敬老会
や地域の生産者との交流機会
などを通じて、子どもや若い世
代に対する家庭や地域での
「共食」の大切さを啓発しま
す。


